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【背景】脊柱変形の診断に用いられる脊椎矢状面のＸ線学的パラメーターである sagittal 
vertical axis(SVA)や腰椎前弯角(LL)等が，健康関連 QOL(Health Related Quality of Life : 
HRQOL)に関与する重要な要素であることが報告され(Glassman et al., 2005)，それ以降の
脊椎疾患の診断，手術治療およびリハビリにおいて，これらの脊柱アライメントを考慮した
方針決定が必要とされている．Ｘ線撮影時の上肢肢位は，鎖骨に拳を置く肢位 fists on 
clavicle (FOC)が一般的に用いられている．しかしその肢位の定義が曖昧で施設ごとにばら
つきがあることが指摘されている．また，EOS imaging systemで採用されている頬に手を
おく hands on cheeks (HOC)は手が頸椎の読影を妨げないものとして，FOCに代わる形で
採用されているが，HOCの肢位の妥当性に関する報告はない．  
【目的】 FOCのうち，極端に肩を屈曲した FOC90，肩屈曲を減じた
FOCET( FOC with elbow touching the trunk)を定義し，これらと新肢位のHOCを
比較し，矢状面アライメント評価の際に妥当な肢位かを評価すること． 
【方法】方法 34人の男性ボランティアに対し，側面の脊椎 X線検査を EOS 
imaging systemを用いて施行した．被験者は以下の４つの上肢肢位をとり撮影し
た．(1)リラックスして腕は体の横に置く(RLX)  (2) FOCかつ肩 90度屈曲位
(FOC90） (3) FOCかつ肘を体幹に接触させる FOC with elbow touching the trunk 
(FOCET) (4) 頬に手 hands on cheeks(HOC)．矢状面パラメーターは，SVA，C7-T5 
kyphosis, T2-T12 kyphosis: T5-T12 kyphosis，T10-L2 kyphosis，T12-S1 lordosis, 
Pelvic tilt (PT), Pelvic incidence (PI), Sacral slope (SS)を測定した．4つの異なった
肢位から得られた平均データは，スチューデントの t検定を用いて解析を行った(Aota 
et al., 2009, 2011)． 
計測は独立して二つの熟練した脊椎外科医により行われ，検者内および検者間の信頼性
を評価した． 検者間と検者内のばらつきおよびレントゲン計測の SVA やその他のパラメ
ーターの測定の再現性について Pearson の線形回帰相関係数を用いて算出した．FOCET
および HOCでの頸椎の視認性を比較するために，拳や指が頸椎に重なり写る像をカウント
し,その頻度を比較した．  
【結果】SVAの各測定結果の平均値±SDは、RLX：2.0±2.1cm、FOC90：-1.4±3.2 cm、
FOCET：-0.5±3.0 cm、HOC：-0.2±2.9 cmであった。RLXと各々の肢位間では統計学的
に有意な差を認め(p<0.001)、FOCETとHOC間には統計学的な差を認めなかった(p=0.256)．
指の位置が頸椎側面と重複する率は FOCETでは 17例（50％）であったが椎体視認に影響
はなかった． 
【考察】肩関節屈曲を伴っている FOC90 では、FOCET と比べ SVA は後方へシフトする
ため，肩関節が屈曲を抑えるよう撮影時に留意する必要がある。FOCETは指が頸椎同定の
妨げになる可能性が考えられた．HOCは FOCETとの SVAの差は 0.3cmと小さく、撮影
姿勢として妥当と考えられた。FOC 以外の肢位とし，手を前で組んだ位置が FOC よりも
SVAの後方シフトが少ないとする報告があるが，EOS imaging 2D/3Dを構築で重要な大腿
骨頭と仙骨の同定を正面では妨げてしまうことが予想される． hand support barを使用す
るものは， SVA が negative shift が少なく，ばらつきも最小であるという報告もあるが，
汎用性の問題と正面も同肢位撮影ができない．EOS imaging system では micro-dose 
radiation において SVA 以外の脊柱骨盤パラメーターのデータ欠損が多く micro-dose 
radiationは局所的なパラメーターの測定には不向きといえる． 
【結語】FOCでは，肩関節を屈曲した肢位で撮影した場合(FOC90)，後方にシフトし
SVA の後方シフトを生じるため， 肘を体幹につけた肢位(FOCET)での撮影が望ましい．
HOCは SVA測定に関して FOCETと同等の肢位である． 
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